
 ５月１１日（土）土曜授業および部活動保護者会がありました。３１２名の方に参加いただきました。あ

りがとうございました。部活動保護者会で、私（校長）がお話させていただいたものを掲載しましたので、

お越しいただけなかった保護者の皆様はお読みください。 

毎回保護者会で「ホームページを見てください。」と話しています。今年度も多くの保護者の方に見て

いただき感謝いたします。 

学校はブラックとよく言われます。ブラックなのは学校だけではない、どの業種も職場も大変だという

ことはわかっているうえで、お話させていただきます。 

昨年度の４月に、文部科学省の教員勤務実態調査の結果が発表されました。中学校教員の１日当たりの

残業時間の平均は約３時間、月当たりだと約５８時間という結果でした。また、国が示す過労死ライン（時

間外勤務８０時間）を超えている教員は全体の３６．６％という結果でした。時間外であっても、教員は

残業手当がありません。土日の仕事や部活動を入れると、さらに時間外勤務が増えることになります。家

で仕事をすることも少なくありません。会社員でいう昼の休憩時間も取ることができません。これらも入

れるとさらに時間外労働が増えることとなり、７～８割近くの教員が過労死ラインを超えると言われてい

ます。本校については、独自に働き方改革を進めています。なので、そこまで高い数値にはなっていませ

んが、過労死ラインを超えている教員はいます。 

文部科学省・スポーツ庁は、部活動に関する教員の負担や生徒の体力的・時間的負担を考えて、「部活

動ガイドライン」を策定し、平成３１年度から東京都・江戸川区で施行されました。具体的な内容は、次

の通りです。 

〇 平日１日、週休日１日の休養日を設定する。大会で週休日２日間とも活動した場合は、直後の週の平

日に休養日を設定する。長期休業日も同じである。 

〇 夏季休業日及び冬季休業日に長期の休養期間（オフシーズン）を設ける。 

〇 週休日及び長期休業日中の活動時間は、準備・片付けを含めて４時間を超えない。 

〇 運動部の１週間の活動時間は、１６時間を超えない。文化部の 1 週間の活動時間は１１時間を基本

とし、１６時間を超えない。 

このように、保護者の方の中学時代とは大きく変わっています。 

教員方もそれぞれいろいろな考えをもっています。教員方の中には、もっと部活動をやらせてほしい、

これでは生徒の技術も伸ばせないという教員がいます。しかし、「決められていることなのでダメです。」

と私は言っています。また。教員の中には、自分が経験したことのない部活動を担当している教員もいま

す。技術指導はできません。中には、嫌で嫌で仕方がない教員もいると思います。顧問は、ボランティア

です。コーチ料がでるわけではありません。私的な時間を使っています。それも膨大な時間を使っていま

す。精神的に病む教員もいます。 

そして、私たち教員は転勤があります。そのために、継続できない部が出ることもあります。生徒たち

が毎年「入部届」を提出するのもこれがひとつの理由です。 

ただ、本校の教員は真面目です。少しでも生徒のためになればという思いで顧問はやっています。 

（裏面に続く） 
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そして、生徒たちも一所懸命に部活動に取り組んでいます。部活動の方針については、保護者の方々に

よっていろいろな考え方があると思いますが、それぞれの顧問の方針に基づいて行うものです。ご理解を

よろしくお願いいたします。                                  

私は、生徒の気持ち・やる気は大切にしたいと思っています。しかし、私には教員方の身体と心の健康、

家庭のこと（親の介護、育児など）を守る責任もあります。 

本日の話は、教員の大変さをアピールしているようで心苦しかったのですが、あえてお話をさせていた

だきました。ところで、文部科学省は、令和５年度に部活動を地域移行させるという方針を出していまし

たが、ほとんど進んでいないのが現状です。 

今後とも、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

５月１４日（火）、生徒総会が開催されました。会のはじめに私（校長）

からこんなお話をしました。「皆さんは、葛二中のよいところはどこです

か？ と聞かれたら何と答えますか。校長先生

は、『自主・自律』と答えます。『自主・自律』

とは、自発的に自分自身で考えて行動し、自分

自身がぶれないことをいいます。プライド８の

中に『自ら進んで』『積極的に』という言葉が出

てきます。これが『自主・自律』を意味してい

ます。葛二中は、運動会、芙蓉祭、校歌練習な

どいろいろなことが生徒主体で行われていま

す。葛二中の素晴らしい伝統だと思っていま

す。行事だけでなく、生徒会活動や委員会活動も生徒主体で行われています。今日

の生徒総会もそうです。プライド８でいうと、『（３）自ら進んで行う生徒会・委員

会活動』です。」 

生徒総会では、生徒会・各委員会の活動方針の説明と承認、質問・要望とその回

答がありました。その後、各学年・各学級の目標の発表がありました。一人一人が

葛二中の生徒、つまり一人一人が生徒会の一員ということです。全員が自覚と責任

をもって生徒総会に臨むことができました。 

生徒会役員、議長団、各専門委員長、副学級委員長、学級委員、質問者は堂々と

した態度で大役を務めていました。お疲れ様でした。ありがとうございました。 

 

☆ 卓球部 江戸川区民総合体育祭春季大会  

男子シングル  原 瑠来 優勝 西澤 直希 ９位 

男子ダブルス  原 瑠来・西澤 直希ペア 準優勝 

女子団体    第５位 

☆ 野球部 江戸川区民総合体育祭春季大会 第３位 

        ※ 敬称は略させて頂きました。                                                                                

 


